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 気温は、西・東日本、東北地方の太平洋側で平年よりもやや低い傾向がみられた。特に、関東地方は平年よりも
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 日照時間は、高気圧に覆われ晴天が続いた西日本の太平洋側、東北北部や北海道南部で平年よりも多い傾向。一方、南西諸島、山陰から東北南部、北海道北部や

東部で平年より少ない傾向がみられた。特に、北海道の釧路地方では、平年の
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気温は、西・東日本、東北地方の太平洋側で平年よりもやや低い傾向がみられた。特に、関東地方は平年よりも

方、新潟県や東北の日本海側、および北海道では平年よりもやや高い傾向がみられた。南西諸島はほぼ平年並みの気温で推移した。

降水量は、沖縄、四国、中国地方、東日本の地域で平年の 2倍前後の降水。特に、関東南部の一部では平年の

近畿中部、新潟県、北日本の各地では平年を下回る降水量。特に、東北北部や北海道では、平年の

日照時間は、高気圧に覆われ晴天が続いた西日本の太平洋側、東北北部や北海道南部で平年よりも多い傾向。一方、南西諸島、山陰から東北南部、北海道北部や

東部で平年より少ない傾向がみられた。特に、北海道の釧路地方では、平年の
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気温は、西・東日本、東北地方の太平洋側で平年よりもやや低い傾向がみられた。特に、関東地方は平年よりも

方、新潟県や東北の日本海側、および北海道では平年よりもやや高い傾向がみられた。南西諸島はほぼ平年並みの気温で推移した。

倍前後の降水。特に、関東南部の一部では平年の

近畿中部、新潟県、北日本の各地では平年を下回る降水量。特に、東北北部や北海道では、平年の

日照時間は、高気圧に覆われ晴天が続いた西日本の太平洋側、東北北部や北海道南部で平年よりも多い傾向。一方、南西諸島、山陰から東北南部、北海道北部や

東部で平年より少ない傾向がみられた。特に、北海道の釧路地方では、平年の 30％に満た
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気温は、西・東日本、東北地方の太平洋側で平年よりもやや低い傾向がみられた。特に、関東地方は平年よりも

方、新潟県や東北の日本海側、および北海道では平年よりもやや高い傾向がみられた。南西諸島はほぼ平年並みの気温で推移した。

倍前後の降水。特に、関東南部の一部では平年の

近畿中部、新潟県、北日本の各地では平年を下回る降水量。特に、東北北部や北海道では、平年の 10％に満たない降水量と、少雨の傾向がみられた。

日照時間は、高気圧に覆われ晴天が続いた西日本の太平洋側、東北北部や北海道南部で平年よりも多い傾向。一方、南西諸島、山陰から東北南部、北海道北部や

％に満たない地域もあり、顕著に少なかった。
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気温は、西・東日本、東北地方の太平洋側で平年よりもやや低い傾向がみられた。特に、関東地方は平年よりも 2～3℃ほど低い気温で、低温傾向がみられた。一

方、新潟県や東北の日本海側、および北海道では平年よりもやや高い傾向がみられた。南西諸島はほぼ平年並みの気温で推移した。

倍前後の降水。特に、関東南部の一部では平年の 4倍を超える降水とかなり多かった。一方、九州や

％に満たない降水量と、少雨の傾向がみられた。

日照時間は、高気圧に覆われ晴天が続いた西日本の太平洋側、東北北部や北海道南部で平年よりも多い傾向。一方、南西諸島、山陰から東北南部、北海道北部や

ない地域もあり、顕著に少なかった。

■日照時間の平年比（％）
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方、新潟県や東北の日本海側、および北海道では平年よりもやや高い傾向がみられた。南西諸島はほぼ平年並みの気温で推移した。 

倍を超える降水とかなり多かった。一方、九州や

％に満たない降水量と、少雨の傾向がみられた。

日照時間は、高気圧に覆われ晴天が続いた西日本の太平洋側、東北北部や北海道南部で平年よりも多い傾向。一方、南西諸島、山陰から東北南部、北海道北部や

ない地域もあり、顕著に少なかった。 
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の一部は気象庁より引用。
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